
第２１回 御幸公園梅香事業推進会議 

 

次 第 

 

日時 令和２年８月４日（火）  

１４時００分から     

会場 幸区役所４階第１会議室  

 

１ 開会 

  

２ 議題 

 

（１）新委員長の選出について  

 

（２）令和元年度の事業実施報告について 

   ・御幸公園観梅会実施報告について ……………………………資料１ 

・御幸公園梅香事業歴史講演会実施報告 ………………………資料２ 

・ウメの剪定講習結果報告 ………………………………………資料３ 

 

（３）令和２年度の事業計画について 

   ・令和２年度観梅会等について   ……………………………資料４ 

・うめかおる写真展及び川柳コンクールについて ……………資料５ 

・うめかおる寄附・募金の受付状況について …………………資料６ 

・ウメの生育状況調査結果報告  ……………………………… 資料７ 

・時代を接ぐプロジェクト  …………………………………… 資料８ 

・令和２年度御幸公園施設整備について  ………………………資料９ 

 

３ 閉会 

 

 

  参考資料１：令和２年度御幸公園梅香事業スケジュール 

参考資料２：御幸公園梅香事業実施要綱 

参考資料３：御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

参考資料４：令和２年度御幸公園梅香事業推進会議名簿 

参考資料５：第１９回御幸公園梅香事業推進会議議事録 
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令 和 ２ 年 8 ⽉ 4 ⽇ 
道路公園センター・企画課 

 
令和元年度 御幸公園観梅会 実施報告について 

 
１ 日時 

・令和２年２月２４日（月・振替休日）：１０時～１４時３０分 
 
２ 場所 

・御幸公園 
 
３ 周知・広報チラシ 

・イラスト制作：川崎総合科学高等学校 デザイン科 石尾 明奈 氏（参照：別紙１） 
・別途、西御幸小学校３年生（総合学習におけるテーマが「小向獅子舞」とのこと）がチラシを

制作し、いただいたものを区役所内に展示。（参照：別紙２） 

 
４ 内容 

１０時～    オープニング演奏、植樹式（チラシデザイン制作者への感謝状贈呈式含む） 
１０時３０分～ 梅観賞会（１回目） 
１１時～    川崎総合科学高等学校吹奏楽部 
１０時３０分～ 御幸小学校３年生学習発表会「小向獅子舞 ～わたしたちのたからもの～」※ 
１２時～    第二ひかり幼稚園和太鼓クラブ彩鼓奏 
１２時３０分～ 梅観賞会（２回目） 
１３時～    古川小学校３年生学習発表会「もっと知ろう わたしたちの町」※ 
１３時３０分～ 小向獅子舞 
１４時～    寄席（落語） 
１４時３０分～ フィナーレ演奏 
イベント中常時実施：野点茶会、クイズラリー（問題は古川小学校３年生が考案）、飲食販売 

※ 新型コロナウイルスの影響によりプログラム中止 
 

５ 協力団体 

・川崎総合科学高等学校吹奏楽部 

・小向獅子舞保存委員会 
・幸区文化協会茶道部 
・幸高等学校茶道部 ※ 
・第二ひかり幼稚園和太鼓クラブ彩鼓奏 
・日本梅の会〔梅観賞会〕 
・古川小学校３年生 ※ 
・御幸小学校３年生 ※ 

・御菓子司  久屋〔飲食販売〕 

・御菓子司 吉田屋〔飲食販売〕 
・株式会社セブン-イレブン・ジャパン 川崎駅東口店〔飲食販売〕※ 

・一般社団法人日本キッチンカー協会〔飲食販売〕 
※ 新型コロナウイルスの影響により、直前で参加辞退 

 
６ 来場者数 

・約１２００人 
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７ 実施状況写真 
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８ 当日の「うめかおる寄附・募金」受納状況 
・寄附：１０，０００円（１件） 
・募金：１９，６０４円 
 

９ その他 
・御幸公園の梅の木案内マップを作成し、観梅会にて配布及びＡ０サイズ看板を掲示。（参照：

別紙３） 
 

１０ 来年度の課題等 
○「観梅会」は今年度で３回目（多様な催し物がある内容としては２回目）の開催となり、軌

道に乗っていると言え、「観梅会」の場を活用して各取組の周知・ＰＲ等を図ることの検討。 
・「うめかおる寄附・募金」の周知・ＰＲ など 
・「うめかおる写真展」応募の周知・ＰＲ、写真映えポイントのＰＲ・撮影パネルの設置、

写真映えテクニック講座 など 
・「うめサポ」の活動紹介、募集の周知・ＰＲ など 
・ミニ歴史講座、動画放映 など 
※今年度の観梅会にて、経済労働局農業技術支援センターが「のらぼう菜」の新品種『川

崎市農技１号』の愛称・ロゴ募集に関するＰＲブース出展を行い、１５０名以上から応

募してもらったとのこと。 
 
 



１１　アンケート集計結果

※アンケート調査票を用いて調査を実施。（回答者数 150）

１ ご自身について
(1)お住まいの地域 N=150

項目 回答者数 構成比
川崎区 11 7.3%
幸区 119 79.3%
中原区 6 4.0%
高津区 0 0.0%
宮前区 1 0.7%
多摩区 0 0.0%
麻生区 0 0.0%
川崎市 1 0.7%
他都市 9 6.0%
無回答 3 2.0%
 ※「その他」記述

・⼤⽥区(2) ・鶴⾒区(2) ・横浜市(1) ・平塚市(1) 

(2) ①性別 N=150
項目 回答者数 構成比

男性 40 26.7%
⼥性 78 52.0%
回答しない 0 0.0%
無回答 32 21.3%

(2) ②年齢 N=150
項目 回答者数 構成比

20歳未満 35 23.3%
20 39歳 13 8.7%
40 59歳 30 20.0%
60歳以上 57 38.0%
無回答 15 10.0%

(3) 来場方法 N=150
項目 回答者数 構成比

徒歩 62 41.3%
⾃転⾞ 51 34.0%
バス（川崎駅から） 13 8.7%
バス（小杉駅から） 1 0.7%
バス 7 4.7%
その他 7 4.7%
無回答 9 6.0%
 ※「その他」記述

・⾞(5) ・バイク(1)
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(4) ①何人で来場されましたか N=150
項目 回答者数 構成比

1人 28 18.7%
2人 52 34.7%
3人以上 65 43.3%
無回答 5 3.3%

(4) ②どなたと来場されましたか N=120
項目 回答者数 構成比

友人 10 8.3%
家族 77 64.2%
その他 0 0.0%
無回答 33 27.5%

２ 御幸公園の梅林について
(1)御幸公園に⾏ったことはありますか N=150

項目 回答者数 構成比
はじめて 25 16.7%
年1回程度 47 31.3%
⽉1回程度 30 20.0%
過去に1 2回程度 23 15.3%
その他 20 13.3%
無回答 5 3.3%
 ※「その他」記述

・毎⽇散歩(3) ・週1回(3) ・近いのでよく来る(2)
・週5回くらい(2) ・⽉4回くらい(2) ・年4回くらい(2) ・⼦どもの頃よく遊んでいた(1)

(2)御幸公園に梅林があることをご存知ですか N=150
項目 回答者数 構成比

知っていた 120 80.0%
知らなかった 21 14.0%
無回答 9 6.0%

(3)「御幸公園梅⾹事業」をご存知ですか N=150
項目 回答者数 構成比

知っていた 80 53.3%
知らなかった 61 40.7%
無回答 9 6.0%

３ 「観梅会」について
(1)「観梅会」の開催を何で知りましたか（複数回答）N=150

項目 回答者数 構成比
市政だより 54 36.0%
開催チラシ 61 40.7%
新聞等 2 1.3%
川崎市HP 10 6.7%
知人の紹介 11 7.3%
その他 16 10.7%
無回答 9 6.0%
 ※「その他」記述

・公園に掲示されたチラシ ・学校配布のチラシ
・町内会回覧板のチラシ ・タウンニュース ・YOU TV
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(2)本⽇の「観梅会」はいかがでしたか N=150
項目 回答者数 構成比

とても楽しかった 51 34.0%
楽しかった 74 49.3%
どちらともいえない 8 5.3%
つまらなかった 0 0.0%
無回答 17 11.3%

(3)「観梅会」にあるとよいと思うものは何ですか（複数回答）N=150
項目 回答者数 構成比

和楽器演奏 50 33.3%
写真撮影スペース設置 27 18.0%
俳句会 7 4.7%
野点体験 25 16.7%
梅の実を活用した食品 50 33.3%
舞踊・ダンス 24 16.0%
その他 9 6.0%
無回答 29 19.3%
 ※「その他」⾃由記述

・梅の⽊の本数がもっとあると良い
・梅のジュース ・梅干し 
・グランドがあるので記念の少年野球
・グランドを使って健康体操
・茶道 ・寄席

４ 御幸公園梅香事業への参加希望について
(1)うめサポに参加したいですか N=150

項目 回答者数 構成比
積極的に参加したい 2 1.3%
機会があれば参加したい 78 52.0%
どちらともいえない 38 25.3%
参加したくない 7 4.7%
無回答 25 16.7%

(2)⾏いたい活動や取組は何ですか（複数回答）N=150
項目 回答者数 構成比

梅林の⼿⼊れ 22 14.7%
ライトアップ 42 28.0%
梅の育て方等に関する講習会 18 12.0%
梅の実を活用した食品づくり 50 33.3%
梅の植樹 16 10.7%
その他 4 2.7%
無回答 35 23.3%
 ※「その他」⾃由記述

・梅の盆栽即売会
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５ その他、ご意⾒・ご要望等をご自由に記⼊ください（⾃由記述）（回答数 11）
・梅林の掃除、草刈りを市⺠皆でやるようにしたら良いと思う。
・毎年楽しみにしています。梅を育てている人たちに、このような⾒事な梅を⾒させていただき感謝しています。
・毎年、梅の⽊が増えていることが嬉しい。
・毎年来園させていただき感謝しています。
・観梅会の時は梅の植樹されている中に⼊らせて戴けたのはうれしいです。
 近くで梅の⾹りを感じながら花を観察できました。幸区の宝「梅」をもっと発信して戴きたいです。
・今年は観梅会の時期が遅くてザンネンです。
・吹奏楽部の演奏とても楽しかったです。また来年も是⾮お願いします 
・なるべくイベントがある時は参加しています。これからもっと暖かくなってきて外へ出かける人が多くなり、
 ⼜、⽼人が多いので、そういう⾏事や催しがあると嬉しいです。
・きれいに整理されて良かったです。
・梅の実が収穫の時に実がなく残念。
・とても良かった。
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資料 ２ 

 

令和元年度 幸区役所「御幸公園梅香事業歴史講演会」実施報告 

 

１ 日 時  令和元年１１月１４日（木）午後３時～午後４時３０分 

２ 会 場  幸区役所 ４Ｆ 会議室  

３ 講 師  大正大学文学部歴史学科准教授 松本洋幸氏 

４ テーマ  川崎の近代化を牽引した御幸地区 

－大正～昭和初期 小向梅林のその後－ 

５ 内 容  御幸煉瓦製造所、横浜精糖（明治製糖）、明治製菓川崎工場、東京

電気（東芝）などの近代工場進出と川崎市の近代化・工業化を牽引

した幸区・御幸地区の近現代史を日本の近・現代史、産業史の視点

から見る。 

 

御幸地区についての、江戸時代から現代までの歴史を５回計画で、平成 28 年度

から実施している。令和元年度は第５回（最終回）となる。 
昨年度の実施により全５回の講演会を全て終了した。江戸時代～近現代までを網

羅した講演内容となり、一定の成果を収めたため、令和元年度の実施をもって歴史

講演会を終了とする。 

 
（生涯学習支援課） 

 テーマ 日程 講師 
参加者

数(人) 

１ 江戸時代から御幸村の成立まで 
H28.11.8（火） 
13：30～16：00 

長嶋保氏 
（地域史研究家） 

 

２ 御幸村の成立から現在まで 
H28.12.6（火） 
13：30～16：00 

同上  

３ 地名から見た幸区 
H29.11.16（木） 
14：00～16：00 

菊地恒雄氏 
（日本地名研究所） 

76 

４ 

榎本家資料が語る明治時代の小向

梅林 講演会 
H30.11.2（金） 
15：00～16：30 

望月一樹氏 
（県立歴史博物館） 

68 

ガイドツアー 
（会場：市民ミュージアム） 

H30.11.25（日） 
10：30～11：30 

同上 19 

５ 
川崎の近代化を牽引した御幸地区

－大正～昭和初期 小向梅林その後－ 

R1.11.14（木） 
15：00～16：30 

松本洋幸氏 
（大正大学准教授） 

73 



ウメの剪定講習 結果報告

①講習会のノウハウ
募集期間 11月12日（火） 22日（⾦）
募集⽅法 公園管理運営協議会（77団体）への案内送付、近隣３町内会への回覧、歴史講演会でのチラシ配布、現地掲⽰
講習内容 日本梅 会 ⼤坪会⻑   講義及 実習

⾼⽊ 剪定解説 ⾒学（市職員作業班   実演）
課 題 目指 樹形 剪定⽅法

⼤坪先⽣ 指導   ⾼度 剪定 市⺠    剪定    離
成 果 4団体・個人の18名が参加

 対象樹⽊（  ）   講習内容   満⾜度 ⾼ 日頃、機会の少ない果樹の剪定を専門的に学ぶことができた
剪定した枝を古川小学校へ提供（授業で活用）
樹⽊の健全な育成の   樹勢 回復   必要    収穫時期前に摘果が必要（⼤坪先⽣からのアドバイス）

②必要人数と時間 道路公園    職員22名（整備課作業班含む） 13時 16時30分（準備・跡片付け含む）

令和2年度 向  

（実施日 令和元年12月3日（火））令和元年度取組結果報告

＜整理 検討事項＞
①樹⽊ 健全 育成 向   道路公園       持続可能 管理⽅法（剪定 施肥 除草等） 検討  
②市職員（整備課作業班） 市⺠   ⼿軽 管理⽅法 検討 る
③樹⽊育成のため収穫前に摘果することとし、育てる⽊と収穫可能な⽊を分別・選定する

資料　３
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令和２年８⽉４⽇ 
幸 区 役 所 企 画 課 

令和２年度 観梅会等について 

１ 観梅会の開催 

【基本目標１ 魅力の発信 － 実施計画（３）梅まつり（観梅会）の開催】 

【基本目標６ 次世代への継承 － 実施計画（１）学校における梅の学習】 

【基本目標６ 次世代への継承 － 実施計画（３）学校との連携による魅力発信】

○開催候補日（案）

令和３年２月２３日（火：天皇誕生日）       

※時間帯：１０時～１４時３０分頃（予定）

○内容

・昨年度のプログラムを基本としつつ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた安全対策

を講じ、各活動団体・学校等と調整を図りながら、市民との協働・連携による各種催し物の企

画を検討する。

R2.8.4 第 21 回 御幸公園梅⾹事業庁内連絡会議資料
資料４



2 

○周知・広報チラシ

 ・チラシデザイン制作：川崎総合科学高等学校デザイン科に依頼

（※採用作品制作者には観梅会当日に感謝状・記念品を贈呈予定）

○スケジュール（案）

 ・令和２年８月４日（火）：御幸公園梅香事業推進会議にて開催日決定

 ・令和２年１０月頃～：各活動団体・学校等に観梅会への出演依頼、出演に関する協議・調整

・令和２年１０月頃：川崎総合科学高等学校デザイン科からチラシデザイン作品受領

・令和２年１１月頃：御幸公園梅香事業推進会議にてチラシデザインの作品選考・決定

・令和２年１１月頃～：各業務委託（広報物作成、会場設営等、ノベルティグッズ作成、記念プ

レート作成など）に関する協議・調整及び実施

・令和３年１月下旬：報道発表、近隣小中高校・町内会等にチラシ配布

・令和３年２月１日（月）：市政だより２月号に掲載

・令和３年２月頃：観梅会開催

２ 「梅香クッキング」イベント～梅の実の活用プロジェクト～ 

【基本目標１ 魅力の発信 － 実施計画（１）情報発信】 

・昨年度は幸区民祭でクッキングイベントを実施

・今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度の幸区民祭は中止となったこと、

また、クッキングイベントは衛生面を考慮すると、当面は実施が困難な状況であることから、今

年度はクッキングイベントを実施しない方針とする。

なお、うめサポや観梅会の周知など、事業の情報発信については、クッキングイベント以外の

手法について検討を進めるとともに、引き続きホームページ等を活用した取組を継続する。

※参考 Ｈ２９年度〔担当：道路公園センター〕：事業の周知・啓発

Ｈ３０年度〔担当：企画課〕：事業の周知・啓発、梅香事業に関するシール投票調査

Ｒ元年度〔担当：企画課〕：「梅香クッキング」プレイベント～梅の実の活用プロジェクト～

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

観梅会の開催

学校における
梅の学習

学校との連携
による魅⼒発信

開催日検討・調整

▼推進会議にて開催日決定

観梅会の企画検討、各活動団体・学校等に出演依頼、
観梅会開催▼

開催に向けた協議・調整・準備等

▼総合学習等の実施依頼、観梅会での学習成果発表依頼
総合学習等の実施・発表会に関する協議・調整等、出前授業等の実施など

観梅会での学習成果発表会▼

▼観梅会への出演依頼

▲観梅会チラシデザイン制作依頼

出演に関する協議・調整等、デザイン制作に関する協議・調整等
作品受領▲

推進会議にて
▲

採用作品を用いた

観梅会出演▼

広報・魅⼒発信

▲

作品選考・決定
観梅会にて

▲
採用作品制作者チラシにて観梅会の
への感謝状贈呈



うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
幸区役所地域振興課 

 

１ うめかおる写真展                      【実施計画１－（２）関係】 

(1) 令和元年度事業結果 

ア 写真展日程 

(ｱ) 幸区役所     平成３１年４月１６日（火）～４月２６日（金） 

(ｲ) 日吉出張所    令和元年５月 ８日（水）～５月１７日（金） 

イ 令和２年度うめかおる写真展に向けて 

(ｱ) 募集期間     令和２年１月１４日（火）～２月２８日（金） 

(ｲ) 応募総数     ７５点 

(ｳ) 区長賞等の授与  令和２年３月２６日（木） 

（幸区長賞、タウンニュース賞） 

(ｴ) 受賞作品の活用 

「２０２０年さいわいガイドマップ」表紙に幸区長賞受賞作品を掲載 

(2) 令和２年度事業計画 

ア 写真展日程 

(1)イ(ｲ)の全応募作品を令和２年度うめかおる写真展にて展示する。 

(ｱ) 幸区役所     令和２年４月１６日（木）～６月３０日（火） 

(ｲ) 日吉出張所    新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止 

イ 令和３年度うめかおる写真展の実施 

(ｱ) 募集期間     令和３年１月１２日（火）～２月２６日（金）（予定） 

(ｲ) 区長賞等の授与  令和３年３月下旬（予定） 

(ｳ) 受賞作品の活用 

(ｴ) 開催期間     令和３年４月中旬～５月中旬（予定） 

 

２ 川柳コンクール                     【実施計画６－（１）、（２）関係】 

(1) 令和元年度事業結果 

既に総合学習等において梅の学習を行っている川崎市立古川小学校の３・４年生を対象に試行

実施した。 

ア 対  象 古川小学校３・４年生 

イ 募集期間 令和元年１２月１０日（火）～令和２年１月１７日（金） 

ウ 応募点数 １人３句まで 

エ 応募総数 ７１４点 

オ 発  表 令和２年２月１７日（月）～２８日（金） 幸区役所展示コーナーにて展示 

令和２年２月２４日（月）        観梅会にて学習成果発表（中止） 

カ 記 念 品 応募者全員にボールペンを贈呈 

(2) 令和２年度事業計画 

令和元年度の試行実施の結果を踏まえつつ、２０２２年の区制５０周年での本格実施に向けて、

資料　５



川崎市立古川小学校の全学年を対象に試行実施する。 

ア 対  象 古川小学校１～６年生 

イ 募集期間 令和２年１１月下旬～１２月下旬（予定） 

ウ 応募点数 １人１句 

エ 発  表 幸区役所展示コーナーにて展示 

オ 記 念 品 応募者全員に記念品を贈呈 

 

３ 令和２年度のスケジュール予定 

  R2                        R3 

 ４月 ５月 ６～１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

 

写

真 

展 

 

          

 

川 

柳 

 

          

 

 

観梅会等にて 

R2 年度 

写真展 

受賞作品の活用（２０２０ガイドマップ表紙掲載など） 

募集要項の決定等 

内容の検討 
表

彰 

表

彰 

受賞作品の活用 

R3 年度 

募集・選考 

R3 年度 

写真展 

募集・選考 



１　令和２年度（R2.7.27現在）

寄附者

個人 7 件 350,005 円 5 件

企業等 0 件 0 円 0 件

- - 2,074 円 -

- 7 件 352,079 円 5 件

２　累計額（参考）

年度 種別 寄附者

個人 23 件 1,108,000 円 13 件

企業等 9 件 850,000 円 9 件

募金 - - 7,828 円 -

小計 - 32 件 1,965,828 円 22 件

個人 12 件 730,000 円 7 件

企業等 5 件 300,000 円 5 件

募金 - - 20,536 円 -

小計 - 17 件 1,050,536 円 12 件

個人 12 件 423,001 円 5 件

企業等 3 件 168,000 円 3 件

募金 - - 30,564 円 -

小計 - 15 件 621,565 円 8 件

個人 7 件 350,005 円 5 件

企業等 0 件 0 円 0 件

募金 - - 2,074 円 -

小計 - 7 件 352,079 円 5 件

- 71 件 3,990,008 円 47 件計

うめかおる寄附・募金の受付状況について（報告）

種別

寄附

募金

計

寄附

Ｈ29

件数 金額 プレート申込

件数 金額 プレート申込

Ｒ0２

寄附

令和2年8月4日
御幸公園梅香事業推進会議

Ｈ30

寄附

Ｒ01

寄附
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ウメの生育状況調査 結果報告

御幸公園梅林において、①ウメ輪紋ウイルスの調査、②名札調査、③樹勢調査を実施しました。

1.調査概要
①調査日︓令和2年6⽉11⽇（⽊）14︓00〜15︓00

令和2年6⽉12⽇（⾦） 9︓00〜11︓00
②調査場所︓御幸公園梅林
③調査員︓幸区役所道路公園センター 廣井、⽩川、森

2.調査項目
①ウメ輪紋ウイルスの調査

病葉の有無
・農林⽔産省の資料を参考に、病葉の発生状況について調査を実施
（項目）++︓明確な発症 +︓疑わしい -︓発症無
アブラムシの発生状況
・ウメ輪紋ウイルスを媒介するアブラムシの発生状況について調査を実施
（項目）++︓全体に発生 +︓⼀部に発生 -︓発生無

②名札調査
・対象⽊に設置している名札の劣化状況について調査を実施
（項目）++︓有 +︓要交換 -︓無

③樹勢調査
・対象⽊の樹勢について調査を実施
（項目） ++︓枯れ +︓経過観察 -︓異常なし

④その他調査
・その他に病気や生育不良などが確認できるか調査を実施

ウメ輪紋ウイルスの病葉
（農林⽔産省HPより）

アブラムシの発⽣

樹名札の設置

資料 ７



• 令和2年度調査結果（R2.6.11,12実施）

1.ウメ輪紋ウイルスの調査
1-1.病葉の有無
・ウメ輪紋ウイルスへの感染が疑われる樹⽊は認められなかった。
1-2.アブラムシの発生状況
・アブラムシの発生が⾒られる樹⽊は確認されなかった。
2.名札調査
・R2.3⽉の観梅会にて設置した名札の状況について調べたところ、ラミネート名札
の破損あるいは⽋損が⾒られた樹⽊は108本であった。
・今後、随時樹名板の設置を⾏う。
3.樹勢調査
・昨年確認されたウメ3本以外に10本の枯死が認められた。また、33本が幹・枝の
腐食や葉の生育不良等の状態であったため経過観察とした。
4.その他調査
・4本のウメで葉に⿊点が確認された。経過観察とする。 調査結果

⿊点が確認された葉

0% 20% 40% 60% 80% 100%

++：明確な発症

+：疑わしい

-：発症無

++：全体に発生

+：一部に発生

-：発生無

++： 有

+： 要交換

-： 無

++： 有

+： 要交換

-： 無

++：枯れ

+：経過観察

-：正常

病
葉

の
有

無

ｱ
ﾌ
ﾞﾗ

ﾑ
ｼ
の

発

生
樹

名
板

ラ
ミ

ネ
ー

ト
名

札

PP
V

名
札

有
無

樹
勢

++

+

-



時代を接ぐプロジェクト ― 接木技術により三溪園の梅を御幸公園へと移す ―

目

的

方

法

御幸公園のある川崎市幸区小向には、50ヘクター
ルを超える梅林が存在し、明治天皇が訪れるほどの
観梅の名所でした。

しかしながら、多摩川の氾濫・梅の⽼⽊化などから
梅林は衰退し、⽣き残った梅は三溪園へと移植され
ることになりました。

平成28年度、川崎市では、かつての梅林を再⽣さ
せることを目的とした「御幸公園梅香事業推進計
画」を策定し、植樹活動・観梅会の開催などの取組
を進めています。

梅林再⽣に向けた基盤が整った現在、今度は三
溪園の梅を接⽊技術によって御幸の地へと戻すこと
で、時代を超えた⽂化・歴史の交流を⾏っていきたい
と考えています。

1｜江戸・明治にかけて観梅の名所が存在 2｜梅の衰退、一部梅が三渓園へと移植 3｜梅林を再生するための事業を開始 4｜接木技術によって御幸公園と三渓園を接ぐ

■ 接木の方法 ■ スケジュール案

アクセス

多摩川

★

東芝研究開発センター

御幸公園

球場

石川
武道館

幸区役所
道路公園
センター

第
一
京
浜

⾼
校

至東京

●御幸公園の概要
所在地｜川崎市幸区東古市場1
開設｜S25.4.1
面積｜約3ヘクタール

参考・引用⽂献｜ 1）⼤坪孝之（2002）︓NHK趣味の園芸 よくわかる栽培12か月 ウメ︓NHK出版 2）川崎市幸区役所（2017）︓御幸公園梅香事業推進計画

1｜穂木（ほぎ）を準備する

2｜台木（だいぎ）を準備する

3｜穂木を台木に接ぐ

ⅰ.⻑枝（40〜50㎝程度）を用意します／ⅱ.穂⽊の下部を斜めに切ります／ⅲ.反対側から⻑く切り込みます／ⅳ.完成

ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ

ⅰ根元を7〜8㎝位に切ります／ⅱ⾓をそぎ落します／ⅲナイフで2㎝ほどの切り込みを⼊れます／ⅳ完成

ⅰ台⽊を穂⽊に差し込みます／ⅱ.穂⽊の削った部分が5㎜以上出るようにします／ⅲ.ビニルテープを巻きます／ⅳ.完成

年度 三溪園 御幸公園（川崎市）

R1

R2

R3

R4

区制
50周年

穂木提供について調整

穂木提供
1月下旬～
2月下旬

冷蔵保存
（1か月程度なら可）

観梅会・接木イベント

観梅会・園内植樹式

2月下旬～
3月上旬

2月下旬～
3月上旬

潅水等の管理

台木圃場整備

台木購入・植付

・令和2年度の観梅会にて接⽊イベントを開催できるように、調整を進めてまいります
・令和3年1月下旬〜2月頃に穂⽊（⻑さ40〜50㎝程度の徒⻑枝）を頂き、2月下旬〜3月に⾏う観梅会にて接⽊を⾏います
・接⽊の⽣⻑状態次第では、令和3年度にも接⽊試験を実施したいと考えています
・令和4年度の観梅会では、約2年間育てた接⽊苗を御幸公園梅林へと移植する植樹式を予定しています

ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ

ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ

川崎市幸区役所道路公園センター 整備課 協働推進担当
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令和2年度の御幸公園施設整備について（案）

・平成30年度に策定した「御幸公園梅林の将来像」に基づき、10本の苗⽊を新植します。
（図1・赤色着色部分）

表 御幸公園梅林の将来像【植樹計画編】・植樹スケジュールと⽬標本数

幸区役所道路公園センター 整備課

・健康器具を設置します。
(図1・緑色斜線部分)

図2 健康器具例

1.健康器具の設置

図1 令和2年度の整備箇所

図4 植樹範囲と各区の⽬標本数 「※00本」は最終的な植樹本数を示す

①白梅・新植
区（広場）
※68本

③白梅・古⽊
区
※35本

④紅梅・古⽊区
（多摩川側）
※46本

⑤紅梅・古
⽊区（国
道側）
※47本

②白梅・新植区（斜面地） ※17本

⑥その他・芝⽣広場
区
※0本

⑦その他・多摩川隣接
区 ※30本

国道⼊口部分

国道⼊口部分

本 内訳 本 内訳 本 内訳 本 増減内訳 本 増減内訳

①
新植区
（広場）

63 63 63 63 66
新植3本
（空地の補植）

68
新植2本
（空地の補植）

②
新植区
（斜面地）

5 10
新植5本
（国道入口部分）

10 15
新植5本
（苗木植栽跡地）

15 17
新植2本
（空地の補植）

③ 古木区 11 21 苗木移植10本 31
苗木移植10本(接木

用)
31 34

新植3本（空地の補植）

接木試験5本
35

新植1本

（空地の補植）

④
古木区
（多摩川側）

18 28 苗木移植10本 43
苗木移植15本(接木
用)

43 45
新植2本（空地の補植）
接木試験15本

46
新植1本
（空地の補植）

⑤
古木区（国道

側）
11 26 苗木移植15本 41

苗木移植15本(接木

用)
46

新植5本

（国道入口部分）
46 47

新植1本（空地の補植）

接木試験15本

⑥ 芝生広場区 0 0 0 0 0 0

⑦
多摩川
隣接区

0 15
苗木移植15本
(接木用)

25
苗木移植10本（接木
用）

接木試験10本

25 接木試験40本 27 新植2本（空地の補植） 30
新植3本
（沿道部）

108 163 213 223 233 243

白梅中心
エリア

紅梅中心
エリア

その他
エリア

合計本数

令和4年度

新植5本、移植50本 移植50本 新植10本 新植10本 新植10本区分
現状
本数

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

2.ウメ苗⽊の移植

図3 複合健康器具例
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基本目標 実施計画 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備　　　考 担当部署

情報発信
ホームページ等
によるPR

企画課

市政だより等に
よる広報

◎
企画課

写真展の開催 写真展の開催
　　◎ 　　◎

○
表彰

地域振興課

回顧展の開催

（３） 梅まつりの
開催

　　　観梅会の
　　　開催 ▼ ○

観梅会の開催
企画課
道路公園センター

２
歴史・文化の
伝承

（１）
歴史・講演会
等の開催

歴史・文化の顕
彰

生涯学習支援課

（１）
梅林の整備

植樹計画に
沿って

整備課

植樹の推進 寄付・募金制度 総務課

１００万本植樹との
連携 整備課

河川財団の助
成金活用

整備課

（１）
梅の実の活用 整備課

（２）
梅まつりの
開催

　　　観梅会の
　　　開催

▼ ○
観梅会の開催

企画課
道路公園センター

（３）
梅苗木の活用

「接木技術」を
活用した梅林再
生 ○

観梅会にて
接木実施

整備課

（１） 協働による維
持管理

市民協働手法
の方向性

整備課

（２） 梅の木の保全
対策

輪紋ウィルス対
策等

整備課

（１）
学校における
梅の学習 ▼ 　　　　　▼ ▼

地域振興課
企画課

（２）
絵画コンクー
ル等の実施

川柳コンクールの
開催

○
表彰

地域振興課

（３）

学校との連携に
よる魅力発信

▼
▲ ▲ ▲

　
　　　▲

　　　　▼
　　　　▲

企画課

（４） 学校への植樹
の促進

整備課

（１） 散策路等の
整備

整備課

（２） 健康増進施設
の整備

整備課

（３）
広場の改修 芝生広場 整備課

（４） 広域防災拠点
の活用

危機管理担当

 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇
管理課

　　　　　　　　　　　　　　令 和 ２ 年 度　御 幸 公 園 梅 香 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル　　　　　

1
魅力の発信

御幸公園梅香事業推進会議

３
梅林の復活

４
梅林の活用

５
梅林の保全

６
次世代への
継承

７
公園の利用
促進

（１）

（２）

（２）

第21回会議

区民祭にてＰＲブース出展

4/16～4/30
区役所１階

5/8～5/19
日吉出張所

第22回会議

申請

参考資料 １

庁内連絡会議
観梅会

（第23回会議）庁内連絡会議庁内連絡会議

観梅会開催
開催日検討・調整 推進会議にて開催日決定

観梅会開催開催日検討・調整 推進会議にて開催日決定

観梅会出演

観梅会チラシデザイン制作依頼 作品受領
推進会議にて

作品選考・決定

採用作品を用いたチラシにて

観梅会の広報・魅力発信
観梅会にて採用作品制作者

への感謝状贈呈

出演に関する協議・調整等

観梅会への出演依頼

観梅会の企画検討

各活動団体・学校等に出演依頼、開催に向けた協議・調整・準備等

観梅会の企画検討

各活動団体・学校等に出演依頼、開催に向けた協議・調整・準備等

総合学習等の実施に関する協議・調整等

観梅会での発表会に関する協議・調整等

総合学習等の実施依頼

観梅会での学習成果発表依頼

観梅会での

学習成果発表会

養生

写真募集・選考

関係機関との調整・圃場整備・台木準備

河川財団への報告

内容検討 募集・選考

1/12～

うめサポーター設立へ向けた検討・調整
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御幸公園梅香事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 幸区の魅力ある地域資源の一つであり、明治天皇が観梅に行幸された御幸公

園において、豊かな緑、文化、芸術、歴史等の特徴を活かしながら、区民の地域へ

の愛着と誇りを育んでいくため、様々な主体との連携及び協働を通して、賑わい及

び彩り豊かな「御幸公園梅香事業」（以下「事業」という。）を実施する。 

（事業の内容） 

第２条 事業の内容は、次の各号に掲げる事項とする。 

 (1) 地域との協働事業に関すること。 

 (2) 学校との連携事業に関すること。 

(3) 梅林の保全に関すること。 

 (4) 梅林の活用に関すること。 

 (5) 御幸地区の歴史・文化に関すること。 

 (6) イベント等の企画及び実施に関すること。 

 (7) 梅の植樹に係る寄付に関すること。 

 (8) その他必要な事項に関すること。 

（御幸公園梅香事業推進会議） 

第３条 事業を実施するに当たり、御幸公園梅香事業推進会議を設置する。 

（その他） 

第４条 この要綱の定めのない事項については、区長が定める。 

附 則 

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成３０年１０月１日から施行する。 



 
 
 

 
御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 御幸公園梅香事業実施要綱第３条に基づき、御幸公園梅香事業（以下「梅香

事業」という。）を地域住民を中心とした様々な主体が協働して推進するため、御

幸公園梅香事業推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 推進会議は、梅香事業の推進に関することについて協議する。 

 （構成） 

第３条 推進会議は、別表に掲げる者をもって構成する。 

２ 推進会議には、委員長、副委員長及び顧問を置くものとする。 

３ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

４ 委員長は、会務を総理する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理す

る。 

６ 顧問は、幸区長とする。 

７ 推進会議は、顧問に意見を求めることができる。 

８ 委員長が必要と認めるときは、関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（推進会議） 

第４条 委員長は、必要に応じて推進会議を招集し、その議長となる。 

２ 委員は、推進会議に出席できないときは、その指名する者を代理で推進会議に出

席させることができる。 

（事務局） 

第５条 推進会議の事務局は、幸区役所道路公園センターに置く。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めのない事項については、委員長が定める。 

附 則 

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成３０年１０月１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

 所属団体等 

１ 幸区町内会連合会 

２ 幸区老人クラブ連合会 

３ 幸区子ども会連合会 

４ 幸観光協会 

５ 幸区文化協会 

６ 企業 

７ 学校 

 
顧問 区長 

 



委員

所属団体等 氏名 役職

1 幸区町内会連合会 中川　潔 会長（南河原地区町内会連合会会長）

2 幸区町内会連合会 金井　弘年
副会長（御幸地区町内会連合会会長）
古市場町内会会長

3 幸区町内会連合会 齊木　敏雄
副会長
（日吉地区町内会連絡協議会会長）

4 小向仲野町新生会 佐野　昇 町内会長

5 幸区老人クラブ連合会 佐藤　例藏 会長

6 幸区子ども会連合会 神谷　厚子 副会長

7 幸観光協会 加藤　邦彦（副委員長） 専門委員

8 幸区文化協会 山田　益男 会長

9 株式会社東芝　小向事業所 金子　真也 総務部総務担当グループ長

10 市立小学校 平井　育子 西御幸小学校校長

11 市立中学校 石塚　全 御幸中学校校長

12 市立高等学校 荒井　利之 川崎総合科学高等学校校長

オブザーバー 教育委員会文化財課 服部　隆博 課長

顧問 幸区役所 関　敏秀 区長

事務局長 幸区役所道路公園センター 中村　了治 所長

「御幸公園梅香事業」推進会議　名簿
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令和元年度 第 19 回御幸公園梅香事業推進会議 

議事録 
 

1. 日時  令和元年 11 月 14 日(木) 13:00～14:30 
 

2. 場所  幸区役所 4 階第 1 会議室 
 

3. 出席   
  □委員 
   ○幸観光協会          加藤邦彦 副委員長 
   ○幸区町内会連合会       中川潔  委員 
   ○幸区町内会連合会       齊木敏雄 委員 
   ○幸区町内会連合会       金井弘年 委員 
   ○幸区子ども会連合会      神谷厚子 委員 

○幸区老人クラブ連合会     佐藤例藏 委員 
   ○幸区文化協会         山田益男 委員 
   ○株式会社東芝小向事業所    金子真也 委員 
   （順不同） 
 

□顧問 
○幸区長            関 敏秀 
  

    □関係者 
      副区長        小田桐恵 
      総務課        小野貴之 課長 
      企画課        峰岸哲也 課長、山口祐太 担当係長、高橋結実子 職員 
      地域振興課      田中和佳子 課長、福本静 係長 

生涯学習支援課    須藤純子 課長 
    

□事務局 
○幸区役所道路公園センター  

島村伸夫 所長 
管理課  粕谷聖太郎 主任、牧野夏代 主任、田中仁美 職員 
整備課  廣井勝成 担当課長、清田陽助 職員、佐々木奈々 職員 

 
4. 欠席  ○幸区町内会連合会       鏑木茂哉 委員長 

○小向仲野町新生会       佐野昇  委員 
○御幸小学校          明瀬忠義 委員 
○御幸中学校          星野泰夫 委員 



 
 

○川崎総合科学高等学校     荒井利之 委員 
 
5. 傍聴者 0 人 
 
6. 配布資料 
    □議事次第 
    □資料 1 幸区役所「御幸公園梅香事業講演会」 
    □資料 2 うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
    □資料 3 令和元年度幸区民祭における御幸公園梅香事業 PR ブース出展の報告について 
            別紙 1 梅香クッキング 開催チラシ 
            別紙 2 梅香クッキング 梅ジャムマドレーヌ＆ミルクもち レシピ 
            別紙 3 うめサポ募集チラシ 
            別紙 4 「梅香クッキング」プレイベント アンケート用紙 
    □資料 4 御幸公園 梅林管理計画 
    □資料 5 令和元年度 御幸公園観梅会の企画内容について(案) 
    □資料 6 うめかおる寄附・募金の受付状況について(報告) 
    □参考資料 令和元年度 第 18 回御幸公園梅香事業推進会議 議事録 
    
7. 議題 
    □  開会 
    □  議題 
       (1) 幸区役所「御幸公園梅香事業講演会」について 
       (2) うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
       (3) 幸区民祭における PR ブース出展について 
       (4) 御幸公園梅林管理計画について 
       (5) 御幸公園観梅会の企画内容について 
        (6) うめかおる寄附・募金について 
    □  閉会 
        
8. 決定事項 
    □ 第 20 回御幸公園梅香事業推進会議 令和 2 年 2 月 24 日（月）10 時より 観梅会 
    □ 周知・広報チラシデザインの作品選考方法について 

 ・委員が適当と思われる作品１点を選び投票し、過半数を得た作品１点を採用作品とする。 
・なお、欠席委員にも後日投票してもらったうえで開票し、採用作品を決定することとする。

過半数を得た作品がない場合は、決選投票を行うなどの選考方法を委員長と協議のうえ決め

る。 
 
9. 会議の内容及び主な発言 
 



 
 
事務局）  ・委員長が欠席のため、副委員長により、会の進行をお願いしたい。 

・資料の確認についてのアナウンス 
・川崎市審議会等の会議の公開に関する条例における、会議公開の対象となっているた

め、傍聴の許可をしているので、ご了解をいただきたい。 
・報道関係者の取材についても許可をしている。 
・行政の記録や市政だより等への資料のため、会議の様子の写真を撮っている。 
・会議録を取るため、終了まで録音をしている。 

 
副委員長） ・台風 19 号の際に御幸公園が無事でなにより。災害は想定外のことがあるので、お互い

に気を付けていければと思う。 
       ・この後 15 時より隣の会場で歴史講演会がある。委員の皆様にも出席をいただきたい。 
      ・10 月 19 日、20 日に幸区民祭が開催され、多くの来場があった。区民祭は本事業から

PR ブースの出店があったと聞いている。関係者には御礼を申し上げる。 
議題（１）幸区役所「御幸公園梅香事業講演会」について 
生涯学習支援課）  ・11 月 14 日 15 時より隣の会場で歴史講演会を行う。 

・資料 1 を用いて報告。 
 
報告事項（２）うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
地域振興課）  資料 2 を用いて報告。 
神谷委員）  川柳コンクールの件で、昨年度、観梅会において古川小学校の当時の３年生（現４年

生）の皆さんに御協力いただいているが、今年度の 3・4 年生にお願いするという事

か。 
企画課）   今年の 3・4 年生を対象としている。今年の 3 年生は、総合学習でウメや御幸公園につ

いての学習をしているということで、ご協力について了承をもらっている。 
副委員長）  この案で進めていただきたい。 
 
報告事項（３）幸区民祭における PR ブース出展について 
企画課） 資料 3 を用いて報告 
副委員長）幸区民祭やプロモーションビデオの作成など大変な労力だったと思う。アンケート結果

で、御幸公園に行ったことがないが、梅林があることを知っているという事は、梅香事業

の周知が手の届くところまで来ているという事だと思う。小学生の社会見学のガイドでよ

く御幸公園の横を通る。その時に梅が 1 万個収穫できたと小学生や親に伝えると、とても

驚く。ガイドとして乗るたびに、お話はしているが、実際に御幸公園が見えるのは一瞬の

ため、その時にこのプロモーションビデオを活用できれば良いと思う。町内会へ回して、

見てもらう事も出来るのではないか。ビデオは何分か。 
企画課） 約５分のビデオである。 
 
議題（４）御幸公園梅林管理計画について 
整備課） 資料 4 を用いて説明。 



 
 
副委員長）SDGs として、梅香事業はしっかり乗ってくるものであるが、その制度を完全に理解できて

いないため、各々理解することから始めたい。川崎市からもバックアップしてくれると思う

ので、よろしくお願いしたい。 
山田委員）サポーター制度で梅林の管理の移行については、賛成できる。サポーターの立ち上げの中で、

協議会方式とするようだが、方式として、生田緑地方式や泉の森方式、協議会方式と 3 つの

構成があるが、それぞれの違いを教えてほしい。 
整備課） 生田緑地方式は、生田緑地で実際に活動している市民団体や町内会や大学の有識者が同じレ

ベルで、顔を合わせて一つの目標に向かっていくという方式で、泉の森方式は、植物調査班

や野鳥班など専門に特化した班が、それぞれ活動しており、月に 1 回程度の定例会で代表者

が集まって調整を行うもの。協議会方式は、今実際にそれぞれの公園で協議会が立ち上がっ

ており、専門部会とするのではなく、みんなで一緒にすべてのことを考えていこうとする方

式である。最終的な形は、実際にメンバーが固まってきてから、慎重に考えていきたい。 
山田委員）維持管理の関係で 310 万円が半減するという事で、そこの部分を梅香サポーターの皆さんに

やっていただくという形だと思うが、区役所が一歩離れた状態で、公園の管理手法が定着し

てきていいるという事例はあるのか。それとも、これが最初の事例となるのか。 
整備課） サポーター手法という事例は、夢見ヶ崎動物公園で実施している。一部生田緑地でもそのよ

うに活動している団体がいる。 
神谷委員）夢見ヶ崎でサポーターというお話ですが、夢見ヶ崎でもメンバーの年齢が高くなってきてお

り、後を継いでくれないという問題が出てくるかと思う。 
整備課） 区内の公園管理運営協議会の声を聞くと、やはり課題は高齢化だという事だった。高齢化や

コアメンバーをどうするかというところが課題である。 
中川委員）協議会方式だと、立ち上げ時は活動が活発であるが、10 年ほどたつと、交替する時期がうま

くいかない。人間関係や権利意識や、若い方が入りにくかったりする場合がある。若い人の

受け入れシステムを構築しないといけないと思う。また、あと何年で何本ウメを植樹するの

か。 
整備課） 現在 163 本植わっており、園内に植えている苗木 50 本を移植予定。現在の予定では 213 本

となる。計画上の目標本数は 180 本以上としていたので、クリアできている。今後 3 年間は

年 10 本ほど植樹していく予定である。最終的には台風の被害などを考慮して、250 本弱ほ

どにしたい。 
 
議題（５）御幸公園観梅会の企画内容について 
企画課） 資料 5 を用いて説明。 
     周知・広報チラシデザインの作品選考について、本日の出席委員が 8 名であるので、本日投

票は行うが、開票・採用作品決定は行わず、欠席委員からも投票をいただき、その結果も含

めて決めたいと思うが良いか。結果が判明したら報告を行う。もし、過半数を得た作品がな

い場合は、また改めて決選投票を行うなど決め方の手法を鏑木委員長に相談のうえ進めてい

きたいと考えているが良いか。 
委員）  それでよい。 
神谷委員）チラシのデザインはもっと大きく印刷して使用することはあるのか。好きなデザインと目に 



 
 

つきやすいと思うデザインが異なっていて、選ぶのが大変。 
企画課） 観梅会の当日は現地にＡ１サイズのパネルを設置する予定であるが、皆様にお配りするチラ

シとしては A4 を考えている。 
中川委員）町内会的には大きなポスターは好まない。 
企画課） 町内会の掲示板に掲示できるポスターは A3 との規定があるので、それに従い掲示板用には

Ａ３とする。 
金子委員）チラシのエントリーNo.5 番の文字、年度に誤りがある。 
企画課） 文字情報については、事務局にてチラシ制作業務委託の中の校正作業において、適宜加除修

正を行う。 
 
議題（６）うめかおる寄附・募金について 
総務課） 資料 6 を用いて報告。 
 
以上で議事は終了。 
 
事務局）本日の議事録は、後日送付する。 
    次の第 20 回目の御幸公園梅香事業推進会議は観梅会の 2 月 24 日（月）とする。時間は 10 時

より開催する。 
 
 
10. 会議後における「議題（５）御幸公園観梅会の企画内容について」の周知・広報チラシデザインの

作品選考投票及び結果について 
（１）作品選考投票経過について 
・令和元年１１月１４日開催の第１９回御幸公園梅香事業推進会議において、出席委員８名が投票。 
・同会議を欠席した委員（５名）が１１月１９日以降順次投票。 

（２）開票結果について 
 
 
 
 
 
 
 
 

・上記の表のとおり、作品番号②が過半数を得たため、②を採用作品として決定した。 
 

作品番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無効票 投票数合計 委員定数

投票数 3 8 0 0 0 2 0 13 13

順位 1位

令和元年度御幸公園観梅会︓チラシデザイン作品選考 投票結果


